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4月 l日現在

男 2，887人

女 2，927.人

言十 5，814人

世帯数 1，394戸
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伸びゆくわが町

私達の郷土、昭和村は昭和17年 7月 1日旧西条村と常永

村の 2ケ村が合併して誕生いたしました。

以来29ヶ年、村内一丸となって我が村の発展に努めてま

し、りました。

最近に県都甲府市の近郊町村として年々開発され、町と

なることの諸要件が備えられる迄に発展したので、町制を

施行し、飛躍的地域開発、産業の発展を計ることにし、たし

まLtこ。

町制施行後は町民一体となづて、我が昭和町が益々発展

する様努力されん事を望むものであります。

昭和17年 戸数 710戸

昭和46年 戸数 1，368戸

人口 4，000人

人口 5，662人

村の 1年間の予算 5万数千円

村の 1年間の予算 2億 2千万円

一一一一 く〉 おもな内容 。
。ことしの一般会計予算を見る....・ H ・.....・H ・-… 2・3

0町制施行記念式典を挙行....・ H ・....・H ・....・H ・...・H ・-・ 4

0町の象徴 「町章」決まる....・ H ・....・ H ・....・H ・...…・・・4

0今川改修工事・…・・H ・H ・....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・5

0社会福祉対策を充実....・H ・・・H ・H ・...・ H ・-……H ・H ・-・・ 6

。一日一円で交通共済・…...・H ・.....・H ・...・H ・...・ H ・.....6

0サラリーマンと税金...・H ・.....・H ・.....・H ・..………… 7

<> (続〉調停のしおり・H ・H ・..…...・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・.7

0婦人コ ーラス部の誕生…………...・H ・.....・ H ・..…… 8

0健康だより....・H ・....・H ・・H ・...・ H ・....・H ・...・H ・-・ 8
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予算
総額

事
業
中
心
の
大
型
予
算

三
月
十
二
日
か
ら
開
か
れ
た
予
算
村
議
会
で
、
昭
和
四

十
六
年
度
一
般
会
計
予
算
二
億
二
千
五
百
十
八
万
円
を
は

じ
め
、
特
別
会
計
を
含
め
る
と
二
億
八
千
三
百
三
十
万
円

に
達
す
る
予
算
が
議
決
さ
れ
、
昭
和
四
十
六
年
度
の
昭
和

町
政
の
方
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

村
議
会
の
開
会
冒
頭
に
石
原
村
長
よ
り
予
算
編
成
の
方

針
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
、
が
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
、
昭
和
四
十
六
年
度
予
算
の
概
要
を
解
説
し
て
見

ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は

石
原
町
長
就
任
後
は
じ
め
て
の
当
初
予
算
と
し
て

諸
政
策
面
を
盛
り
込
ん
だ
投
資
的
事
業
費
を
主
体

と
な
し
、
消
費
的
経
費
の
需
要
費
な
ど
は
極
力
押

え
て
、
施
策
の
効
率
的
推
進
を
は
か
り
、
町
行
政

の
積
極
的
な
向
上
を
目
ざ
し
て
編
成
い
た
し
ま
し

た。
数
学
的
に
見
ま
す
と
、
一
般
会
計
で
昨
年
度
当

初
予
算
一
億
四
千
万
円
に
対
し
て
、
本
年
度
は
二

億
二
千
五
百
万
円
と
な
り
六
O
Mの
増
加
を
示
し

大
型
拡
大
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

近
代
的
設
備
の
一
公
民
館
建
設
巳
着
手

昭
和
四
十
六
年
度
事
業
の
中
で
最
も
大
き
な
事

業
は
公
民
館
の
建
設
工
事
で
あ
り
ま
す
。
国
の
補

助
金
の
見
通
し
も
つ
き
、
本
年
六
月
中
に
着
工
の

予
定
で
す
。
そ
の
概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す
と
、

本
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
D
lト
二
階
建
六
四
八
ば
、

文
会
議
室
の
鉄
昏
平
家
建
一
八
七
d
そ
併
せ
て
総

面
積
八
三
五
ば
と
な
わ
ス
総
工
事
費
は
建
設
費
及

び
内
部
備
品
等
を
含
め
て
、
四
、
三
六
七
万
円
で

あ
り
ま
す
。

今
年
の
秋
に
は
完
成
の
目
片
手
4
で
あ
り
ま
す
の

で
今
年
か
ら
は
公
民
館
を
中
心
と
し
た
、
社
会
教

育
活
動
が
活
発
に
行
な
わ
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

老
齢
者
医
療
費
助
成
の
実
施

民
生
費
関
係
で
は
七
十
五
歳
以
上
の
老
人
に
対

す
る
民
療
費
の
軽
減
を
は
か
る
目
的
に
て
、
本
人

負
担
分
に
つ
い
て
町
で
助
成
す
る
事
と
し
て
一
五

六
万
円
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
乙
の
外
高
齢
者
年

金
の
増
額
、
老
人
の
白
内
症
給
付
の
実
施
、
重
心

身
障
害
児
に
助
成
等
、
社
会
福
祉
を
重
点
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
文
地
方
病
予
防
で
は
、
溝
渠
事

業
六
0
0
0米
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
又
、
し
尿

処
理
場
の
建
設
は
二
町
一
村
で
四
十
六
年
度
事
業

と
し
て
申
請
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
用
地
取
得
の

昭和46年度昭和町一般会計歳入歳出予算

歳出

負
担
分
を
五

O
O万
円
計
上
い
た
し
て
お
り
ま

す。

款 |本額年度予千算円l額前年度予千算円|比千較円

1議 ぷ~ 費 6，030 4，961 1，069 

2総 務 費 49，870 35，011 14，859 

3民 生 費 27，438 21，047 6，386 

4衛 生 費 31，231 24，198 6，638 

5農林水産業費 20，880 17，907 2，973 

6商 工 費 363 253 110 

7土 木 費 9，456 7，510 1，946 

8消 防 費 2，130 3，200 ム1，070

9教 育 費 68，836 17，710 51，125 

10公 債 費 8，160 7，892 268 

11予 備 費 797 379 418 

歳出合計

入

款 |本額年度千予算円F額昨度千予算円I比千較円

2453I 地交特分村交自担動通別方金安車交付交及全取負付付対得担税税税金等金金

38，662 31，122 7，540 

1，800 1，000 O 

101，000 63，000 38，OCO 

135 135 O 

6，320 6，023 297 

6使用料及手数料 884 814 70 

7国庫支出金 21，848 12，512 9，326 

8県支出金 22，815 19，206 3，609 

9財産収入 54 4 50 

10寄 附 ・ 金 560 400 160 

11繰 入 金 5，000 4，999 

12繰 越 金 300 299 

13諸 収 入 808 587 221 

14村 債 25，000 5，000 20，000 

歳入合計

歳
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6.8% 
町
道
並
農
道
舗
装
は
四
、
一
二
五
財

産
業
土
木
関
係
で
は
毎
年
継
続
的
に
施
工
し
て

い
る
と
こ
ろ
の
町
道
、
農
道
の
舗
装
を
重
点
に
考

え
本
年
度
も
町
道
、
農
道
併
せ
て
四
、
一
二
五
M

の
舗
装
計
画
の
も
と
に
予
算
を
計
上
し
て
い
ま

す。

又
、
今
国
会
で
も
論
争
の
ま
と
に
な
っ
た
と
こ

ろ
の
米
の
生
産
調
整
も
重
大
な
問
題
で
す
。
昨
年

に
引
き
続
い
て
今
年
も
各
関
係
機
関
と
も
慎
重
に

検
討
珍
重
ね
、
適
切
な
行
政
の
指
導
を
実
施
し
た

い
考

d

え
で
す
。

事
業
面
で
は
県
営
の
大
闇
場
整
備
事
業
を
本
年

町 報広手口昭(3) 

入

2億 2，518万円

歳

地方交付税

45.0% 

消防費 0.95% 

「 ー そ の 他
0.75% 

議会費
2.7% 

公債費

3.6% 

教育費

30.6% 

も
推
進
の
た
め
の
関
連
予
算
を
計
上
い
た
し
て
お

り
ま
す
。小

中
学
校
運
動
場
に
夜
間
照
明
の
設
置

文
教
関
係
で
は
、
公
民
館
の
建
設
は
前
に
説
明

い
た
し
た
と
お
・
の
で
あ
り
ま
す
が
、
乙
の
外
、
小

中
学
校
の
運
動
場
に
夜
間
照
明
の
設
置
に
つ
い
て

県
の
補
助
金
の
見
込
み
も
つ
い
た
の
で
三
O
O万

円
の
予
算
を
も
っ
て
、
夜
間
Y
ア
ト
ボ
l
ル
ぐ
ら

い
出
来
る
よ
う
に
い
た
し
、
町
民
の
健
康
と
俸
力

出

2億 2，518万円

歳

の
向
上
に
寄
与
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



(4) 

自
治
功
労
者
な
ど
八
十
六
名
を
表
彰

報

四
月
一
日
よ
り
町
制

を
施
行
し
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
四
月
三
日
午

前
十
時
よ
り
押
原
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
、

田
辺
知
事
は
じ
め
来
賓

の
方
々
、
お
よ
び
町
民

多
数
が
出
席
し
て
記
念

式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た。

式
典
は
三
神
教
育
長

の
開
会
の
あ
い
さ
つ
か

ら
始
ま
り
、
石
原
町
長

の
式
辞
に
つ
づ
き
、

白

井
治
郎
元
村
長
は
じ
め

八
十
六
名
の
方
々
が
長
年
に
わ
た
っ
て
の
自
治
功

労
者
と
し
て
表
彰
状
及
ぴ
感
謝
状
扱
授
与
さ
れ
ま

し
た
。表

彰
審
査
Z

委
員
会
の
議
そ
経
て
当
日
表
彰
状
及

び
感
謝
状
伊
贈
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
の
で
あ

り
ま
す
。

。
元
村
長
故
石
原
因
吉
民
、
故
窪
田
栄
蔵
民
、

故
塚
原
馨
民
、
白
井
治
郎
民
、
故
清
水
田
潤
民

上
杉
久
義
民
、
野
呂
瀬
秀
夫
民
。

〈V
元
助
役
故
油
川
真
民
、
泉
小
大
民
、
故
久
保

田
盛
三
民
、
秋
山
政
義
民
、
井
上
亨
民
。

。
元
収
入
役
故
窪
田
正
民
、
故
石
原
先
雄
民
。

八V
元
議
長
野
沢
敬
太
郎
民
、
五
味
良
英
民
、
磯

部
節
民
、
井
口
等
民
、
豊
川
茂
氏
、
小
宮
山
光

三
民
、
鷹
野
清
民
、
小
林
正
次
民
、
五
昧
五
郎

民
、
磯
部
信
民
、
有
自
武
庫
夫
民
n

。
村
議
十
年
以
上
笹
本
初
太
郎
民
。

八〉
校
医
十
五
年
以
上
杉
浦
三
郎
民
、
今
井
照
博

広町キロ昭昭和46年 4月25日

民。
八V
農
業
委
員
十
年
以
上

浅
川
通
民
、
名
執
富
士
雄
民
、
細
田
文
雄
民
、

相
山
一
治
民
。

八〉
民
生
委
員
十
年
以
上

保
坂
貞
朗
氏
、
秋
山
ひ
で
子
民
、
高
田
義
穣
民

A
V
固
定
資
塵
評
価
審
査
声
十
年
以
上

清
水
栄
民
。

〈〉
保
育
園
長
十
年
以
上

曽
根
和
子
氏
、
早
川
静
臣
民
、
小
野
間
宣
子
民

八V
区
三
役
十
年
以
上

塩
瀬
孝
治
氏
、
貝
瀬
誠

一民、

鷹
野
真
二
民、

丸
山
康
弘
氏
。

〈〉
消
防
永
年
勤
続
十
五

年
以
上

(
現
職
者
の
み
)

依
田
駒
夫
民
、
五
味

文
吉
民
、
河
西
初
男

民
c

八〉
社
会
教
育
関
係
十
年

以
上

柳
沢
八
十
一
民
、
三

井
猛
雄
民
、

三
神
良

子
民
、
油
川
行
広
民

。
固
定
資
産
評
価
補
助

員
十
年
以
上

中
沢
達
也
民
、
清
水

義
勝
氏
、
山
田
基
宣

民
、
雨
宮
英
雄
民
、

伊
藤
秀
蔵
民
、
中
沢

駅
民
内
藤
欽

一
民、

坂
本
馨
民
、
平
賀
誠

民
、
内
田
検
民
、
佐

藤
鉄
治
民
、
井
上
要
民
、
細
田
豊
民。

A
V
納
税
組
合
長
十
年
以
上

依
田
典
朋
民
、
保
坂
正
己
民
、
五
昧
辰
作
民
。

八V
農
事
組
合
長
十
年
以
上

秋
山
俊
明
民
、
石
川
芳
文
氏
、
金
丸
英
一
民
、

保
坂
貞
雄
氏
。

A
V
農
業
共
済
連
絡
員
十
年
以
上

軟
山
長
三
民
ι

八V
農
業
共
済
損
害
評
価
委
員
十
年
以
上

野
沢
益
男
民
。

〈V
選
管
補
克
員
十
年
以
上

歌
山
善
雄
民
、
清
水
撰
氏
。

。
選
挙
管
理
委
員

堀
之
内
敏
男
民
。

。
小
中
学
校
職
員
十
五
年
以
上

堀
内
佐
和
子
民
、
渡
辺
孝
民
、
花
形
博
民

0

0
役
場
、
京
年
勤
続
二
十
年
以
上

志
村
喜
久
民
、
泉
幸
弘
民
、
須
田
正
夫
民
、
保

坂
弥
氏
、
佐
野
元
降
民
、
志
村
久
雄
民
、
横
川

正
義
民
、
長
田
そ
の
子
民
。

町
の
象
徴
「
町
章
」
決
ま
る
日

町
制
施
行
を
記
念
し
て
、
町
の
象
徴
と
し
て

「町
章
」
を
制
定
す
る
乙
と
と
し
、
広
く
一
般
よ

り
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
会

J

国
各
地
よ
り
五
七
四
点

の
多
数
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

町
章
審
査
委
員
会
の
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
入

選
作
に
は
、
兵
庫
県
淡
路
島
佐
野
局
区
内
坐
穂
の

州
島
慧
美
子
(
〈
さ
じ
ま
え
み
こ
)
さ
ん
の
作

佳
作
二
点
に
は
兵
庫
県
佐
野
局
区
内
生
穂
の
牧

美
則
さ
ん
と
、
秩
田
県
秋
田
市
中
通
り
の
鈴
木
晴

夫
さ
ん
の
伴
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

入
選
者
に
は
お
祝
い
と
町
内
は
じ
め
全
国
各
地

か
ら
応
募
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
次
甲

し
K
げ
去
す
。

入
選
し
た
町
章
は
昭
和
町
の
頭
文
字

「シ
」
を

図
化
し
、
円
形
は
町
民
の
団
結
と
平
和
ぞ
表
わ
す

全
国
よ
り
応
募
五
七
四
点

と
共
に
、
中
央
の
鋭
角
は
産
業
、
文
化
の
飛
躍
、

発
展
を
端
的
に
力
強
く
象
徴
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
中
央
の
鋭
角
は
「
富
士
の
山
」
を
意
味
づ
け
た

も
の
で
す
。

入
選
作
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会計 竣工間近い今月lかんがし、排水事業 詰李
の街 ま 穂 M 一
望立書 事業費 6，170万円 警告i
帯竹工

露読書警童手裏宅霊 引た石室 k習を河弘主震京只来三宿業こピ賢官会月三塁E
展る地産業し約の延き。 川 つ現ーて川工くあた本量川のののな橋 、本全事 O 今

話害保 2壁土量襲警警 起き宅建主裟長暴露だ Z募集似者援 ζ辺警孟高差 8以
に接上がきか整よ 、 ま なは地田-D的力地のくま下と一。よはも

5員k2i皇室Eゑ22会質量32E舎三菱ZZょzEz 2z吉正君主
すでる 的、 想 中 施村岸 りと面ーな の。;恵大者危とた と 、常 し 構 は ク O 道
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報広町手口昭(5) 

稲
作
転
換
の
申
し
出
は

す

み

ま

昭
和
四
十
六
年
度
の
稲
作
転
換
を
推
進
す
る
た

め
、
県
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
本
年
度
の
生
産
調

整
数
量
は
三
二
七
ゾ
と
な
り
、
稲
か
ら
飼
料
作
物

野
菜
、
果
樹
、
桑
等
地
域
産
物
へ
の
転
換
を
円
滑

に
推
進
す
る
よ
ヨ
決
定
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
奨
励
補
助
金
は
、
昭
和
町
の
場
合
、

休
耕
で
二
万
七
千
円
、
普
通
転
作
(
単
年
作
物
)

三
万
二
千
二
百
円
、
特
別
転
作
(
永
年
作
物
)
三

万
七
千
円
で
あ
り
ま
す
。

し
た
か
ノ

こ
れ
は
昭
和
五
十
年
ま
で
続
い
て
行
な
わ
れ
、

こ
の
よ
う
に
県
よ
り
配
分
が
あ
り
、
昭
和
町
で
も

各
農
家
二
六
・
五
%
の
転
作
を
行
な
え
ば
一

O
O

M
の
完
了
と
な
白
、
一
方
予
約
買
入
制
限
は
四
十

四
年
売
渡
実
績
(
五
三
八
ゾ
)
の
約
五
二
%
減
が

四
十
六
年
産
米
の
予
約
数
量
(
二
六
一
ゾ
)
と
な

り
、
そ
れ
以
上
は
政
府
で
買
い
ま
せ
ん
の
で
そ
の

点
ぞ
考
慮
し
て
転
作
に
協
力
し
て
下
さ
い
。

各
部
落
の
区
長
さ
ん
改
選
す

毎
年
四
月
の
年
度
の
切
り
替
え
の
折
、
各
部
落
よ
ろ
し
く
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
区
長
さ
ん
外
役
員
の
改
選
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
新
区
長
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

す
が
、
今
年
も
次
の
各
部
落
の
区
長
さ
ん
等
が
改
西
条
二
区
区
長
河
西
初
男

選
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
役
場
の
行
政
面
に
お
い
て
区
長
代
理
高
野
太
一
郎
、
依
田
典

も
複
雑
化
さ
れ
、
住
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
、

配

布

明

さ
れ
る
文
書
な
ど
が
多
く
な
り
、
区

長

を

は

じ

め

木

深

沢

淳

役
員
の
方
々
に
は
大
変
色
苦
労
を
か
け
ま
す
が
、

生
坂
本
菊
雄

衛 土

町
役
場
職
員
町
制
施
行
に
あ
た
り
宣
誓

四
月
一
日
よ
り
町
制
施
行
に
あ
た
り
、
当
日
午

前
八
時
三

O
分
よ
り
役
場
会
議
室
に
お
い
て
、
町

長
以
下
全
職
員
、
並
び
に
有
泉
議
長
が
出
席
し
て

町
制
移
行
式
を
挙
行
し、

町
長
の
町
制
移
行
に
あ

た
っ
て
の
訓
示
に
ヲ
づ
き
、
河
回
収
入
役
が
職
員

を
代
表
し
て
次
の
よ
う
な
宣
蓄
を
行
な
っ
て
、
心

を
新
た
に
し
て
職
務
に
努
め
る
こ
と
を
奮
い
ま
し

た。
尚
移
行
式
に
お
い
て
今
迄
の
昭
和
村
役
場
の
標

札
を
木
の
香
も
新
し
い
町
役
場
の
標
札
に
取
り
替

え
ま
し
た。

「
新
採
用
職
員
の
紹
介
」

S
必
・
4
・
7
現
在

窪
田
和
雄
河
東
中
島
昭
和
町
土
地
改
良

事
務

長
瀬
博
志

向
東
中
島

住
民
課
戸
籍
係

芹
沢
恵
甲
府
市
大
津
町
住
民
課
保
健

婦

中
山
英
雄

北
巨
障
蔀
小
淵
沢
町

昭
和
町

土
地
改
良
事
務
嘱
託

「地
域
カ
ワ
ン
セ
ラ
I
の
紹
介
」

内

藤

久

築

地
新
居

清
水
新

居

区

長
区
長
代
理

土

木

衛

生

紙

漉

阿

原

区

長

区
長
代
理

土

木

衛

空

越

区

長
区
長
代
理

押

林
平
一

今
福
俊
彦

保
坂
幹
雄

秩
山
高
義

窪
田
喜
行

小
宮
山
光
治

窪
田
博
次

五
味
文
吉

(
暫
定
)

清
水
逸
馬

< =  
主主

奮

私
達
職
員

一
同
は
本
日
昭
和
町
発
足
に
あ

た
り
伊
務
員
の
自
覚
を
新
た
に
、
い
よ
い
よ

自
粛
自
戒
協
力
一
致
各
自
そ
の
職
務
に
精
闘

し
本
町
の
発
展
、
福
祉
増
進
す
る
こ
と
を
奮

い
ま
す
。昭

和
町
消
防
団

新
役
員
決
ま
る

昭
和
町
消
防
団
で
は
依
田
団
長
、
五
味
、
堀
内

副
団
長
、
河
西
機
長
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う
と

こ
ろ
の
新
役
員
を
次
の
と
お
り
選
出
し
ま
し
た
。

団

長

五

昧

文

吉

民

(

阿

原

)

副
団
長
河
西
初
男
民
(
西
条
二
区
)

ん
γ

磯
部
団
民
(
築
地
)

機

長

堀

内

仁
民
(
飯
喰
)

土

木
衛

生

西

区

長
区
長
代
理

土

木
衛

生

上

河

東

区

長

区
長
代
理

土

木

衛

生

戸1

金伊 小 野高萩松清畑小
丸藤野沢橋原田水野林
英 義益 貞寿行秦重
一優雄 男 豊夫広広六美



(6) 報広町

老
齢
者
の
医
療
費
助
成
の
実
施

し
開
眼
手
術
の
司
能
な
者
と
す
る
。

⑤
手
続
き

手
術
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民
課
係
と
相
談

の
上
、
所
要
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
町
に
お
い
て
も
町
独
自
の

給
付
金
を
支
給
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
は

老
人
福
祉
の
向
上
に
か
ん
が
み
、
昨
年
ま
で
二
、

0
0
0円
を
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
本
年
よ
り
は

三、

0
0
0円
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

老
人
性
白
内
障
手
術
助
成
に
つ
い
て

高
齢
者
給
付
金
が

、
O
O
O
円
に
増
額

毎
年
九
月
十
五
日
「
年
よ
り
の
日
」
を
記
念
し
て

県
民
敬
老
年
金
が
満
七
十
五
勝
以
上
の
高
齢
者

「
一
日

一
円
」
で
交
通
共
済

今
年
も
備
え
て
平
和
な
わ
が
家

い
ま
私
た
ち
は
交
通
戦
争
の
摘
の
中
で
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。

一
歩
道
路
に
出
ハ
は

「弾
丸
」
が
通
。
抜
け
る

よ
う
に
自
動
車
は
突
っ
定
-C
、
世
は
ま
さ
に
突
通

地
獄
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
中
で
、
い
つ

ど
こ
で
、
ど
ん
な
究
通
事
故
に
あ
う
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。掛

金
は
一
人
に
つ
き
一
日
一
円
、
一
カ
年
で
三

百
六
十
五
円
と
き
わ
め
て
少
額
で
す
。

な
お
、
本
町
の
昭
和
四
十
六
年
度
に
お
け
る
加

入
状
況
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
、
三
月
三
十
一
日
現

在
で
一
五
九
五
人
で
約
二
七
%
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

社

会

開

発

が

進

め

ら

れ

る

対

象

者

申

請

書

(
用
紙
住
民
課
に
あ
る
)
を
裸
出
し
て

と
同
時
に
、
社
会
福
祉
対
策
一
、
満
七
十
五
歳
以
上
の
者
、
た
だ
し
治
療
中
途
治
療
依
頼
書
の
交
付
を
受
け
て
、
指
定
の
医
者

が
並
行
し
な
け
れ
ば
な
の
ま
で
満
七
十
五
歳
に
到
達
し
た
者
に
ヲ
い
て
は

n

に
か
か
っ
て
下
さ
い
(
こ
の
場
合
従
前
通
り
医

せ

ん

。

満

ち

る

日

の

属

す

る

月

の

翌

月

と

す

る

1

者
払
い
を
し
て
後
日
役
場
に
請
求
す
る
)
。

わ
が
町
で
も
今
年
度
か
二
、
本
町
の
区
域
に
住
ん
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
医
療
費
助
成
の
額

ら
、
老
齢
者
が
疾
病
及
ぴ
負
登
録
さ
れ
て
一
カ
年
以
上
の
者
町
が
助
成
す
る
医
療
費
の
額
は
、
社
会
保
険
各

傷

に

よ

り

療

養

を

受

け

た

場

医

療

機

関

法

の

規

定

に

基

づ

い

て

療

養

の

給

付

を

受

け

た

と

合
、
そ
の
医
療
費
の
一
部
を
指
定
の
医
療
機
関
で
療
養
を
そ
な
て
下
さ
い
。
き
の
、
一
部
負
担
金
(
本
人
負
担
分
)
で
す
。
た

負
担
し
以
っ
て
老
人
福
祉
の
な
お
、
指
定
医
療
機
関
の
専
門
外
の
病
気
で
、
だ
し
、
療
養
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
各
法
に
基
づ

増
進
を
は
か
る
こ
と
と
い
た
他
の
医
療
機
関
で
療
養
を
受
け
る
場
合
は
、
申
請
く
規
約
又
は
定
款
に
よ
り
、
附
加
給
付
を
受
け
る

し
ま
し
た
。
次
に
そ
の
内
容
書
(
用
紙
住
民
課
に
あ
る
)
を
提
出
、
町
長
の
許
こ
と
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
一
部
負
担
金
か
ら

を

説

明

い

た

し

ま

す

。

可

を

受

け

て

下

さ

い

。

当

該

附

加

給

付

の

額

を

控

除

し

ま

す

。

。

実

施

期

日

・

:

昭

和

受

療

手

続

医

療

費

助

成

の

制

限

四
十
六
年
四
月
一
@
国
保
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
助
成
老
齢
者
が
社
会
保
険
各
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

日
よ
り
の
証
を
交
付
、
こ
れ
を
指
定
医
に
持
参
し
て
療
保
険
給
付
の
全
部
又
は
一
部
を
受
け
る
こ
と
が
で

内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ
養
を
受
け
る
場
合
は
、
医
者
の
窓
口
払
い
は
一
き
な
い
場
合
は
、
町
の
助
成
金
も
同
様
と
す
る
。

和

一

て

い

ま

す

の

で

、

医

者

に

か

切

あ

り

ま

せ

ん

。

以

上

が

そ

の

大

要

で

す

が

、

お

わ

か

り

に

く

一
か
る
場
合
は
、
住
民
課
窓
口
で
所
要
の
手
続
き
を
@
国
保
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
居
る
老
齢
い
点
に
つ
い
て
は
、
住
民
課
係
に
相
談
し
て
下

一し

τ下
さ

い

。

者

は

、

医

者

に

か

か

る

前

に

必

ず

、

住

民

課

に

さ

い

n

刀口
n円
H

.
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掛金早見表

i人1
2人/3人/4人 1 5人 /6人 /7人 1

8人ド人 /10人

円|円|円|円|円|円|円l 円l 円| 円
3651 73011，09511，46011，82512.19012，55512，92013，28513，650 

交通災害見舞金の額

額

l等級|死

乙
の
事
業
は
老
人
性
白
内
障
(
白

y
コ
ヒ
)
で

羽

一
開
眼
手
術
が
可
能
で
あ
る
老
人
に
対
し
そ
の
手
術

即

一
に
、必
要
な
経
費
の
之
、
自
己
負
担
霊
堂
町

ぺ

一
費
で
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
盲
老
人
の
福
祉
の
向

似

一
上
を
図
る
の
が
目
的
で
あ
り
ま
す
。

附

一

@
助
成
対
象
者

日
一
老
人
性
白
内
障
手
術
対
象
者
は
原
則
と
し
て
同

一
居
の
生
計
中
心
者
が
所
得
税
を
課
さ
れ
て
い
な
い

一
世
帯
に
属
す
る
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
(
課
税
世

一
帯
で
も
相
談
さ
れ
た
い
〉
老
人
性
白
内
障
に
曜
患

円
500，000 

度程の

亡

2等級|全治 6ヶ月以上の傷害

当主
Eコ等級| 災

100.000 

50，000 3等級|全治 3ヶ月以上6ヶ月未満の傷害

30，000 4等級|全治 2ヶ月以上3ヶ月未満の傷害

20，000 

10，000 

5，000 

5等級|全治 1ヶ月以上2ヶ月未満の傷害

6等級l全治 2週間以上 1ヶ月未満の傷害

7等級|全治 1週間以上 2週間未満の傷害



サ

ラ
リ
ー

昭和46年 4月25日

マ
ン
と
税
金

交
通
事
故
宏
ど
で
受
け
る

報

「
×
月
×
日
居
眠
り
運
転
の
ト
ラ
ッ
ク
が
0
0

民
宅
に
と
び
こ
み
、
た
ま
た
ま
玄
関
に
居
あ
わ
せ

た
O
O民
が
負
傷
し
た
」
な
ど
の
話
が
毎
日
の
よ

う
に
聞
か
れ
ま
す
。
一
旦
事
故
が
お
き
て
し
ま
い

ま
す
と
補
償
そ
の
他
色
々
な
金
銭
問
題
が
空
じ
て

き
ま
す
。

そ
こ
で
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
金
や
慰
謝

料
な
ど
の
税
金
に
つ
い
て
所
得
税
を
中
心
に
説
明

広町

賠

償

金

や

慰

謝

料

は

し
て
み
ま
し
ょ
う
n

⑤
心
身
に
加
-
え
ら
れ
た
損
害
に
対
し
て
支
払
を

受
け
る
慰
謝
料
や
損
害
賠
償
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。
従
っ
て
宍
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
て
負
傷
し
た

被
害
者
が
加
害
者
か
ら
受
け
と
る
治
療
費
や
慰
謝

料
、
見
舞
金
、
勤
務
で
き
な
か
っ
た
期
間
の
給
料

の
補
償
金
な
ど
に
は
税
金
が
か
か
わ

J

ま
せ
ん
。

⑤
不
法
行
為
や
突
発
的
な
事
故
で
家
屋
や
財
産

に
受
け
た
損
害
に
対
し
て
支
払
を
受
け
る
損
害
賠

償
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

従
っ
て
自
動
車
が
自
宅
の
玄
関
に
と
ぴ
込
ん
で

き
た
為
に
加
害
者
か
ら
受
け
と
る
家
屋
の
修
理
費

な
ど
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

文
、
こ
の
よ
う
な
被
害
に
あ
っ
て
支
払
を
受
け

る
損
害
保
険
金
な
ど
も
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

手口

(続)

調
停
委
員

昭

六
、
秘
密
が
守
ら
れ
る

調
停
は
、
関
係
人
以
外
の
人
の
い
な
い
部
屋
で

一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
行
な
わ
れ
ま
ず
か
ら

外
部
に
秘
密
が
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
お
た
が
い
に
く
つ
ろ
い
だ
気
持

ち
で
話
し
合
い
が
で
き
ま
す
。

七
、
調
停
の
終
了

(り

調
停
委
員
会
の
説
得
の
結
果
、
当
事
者
双
方
が

譲
り
合
い
、
心
か
ら
納
得
す
る
よ
う
な
解
決
案
が

見
つ
か
れ
ば
、
こ
こ
に
調
停
が
成
立
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
内
容
が
調
停
条
項
と
し
て
、
調

書
に
は
っ
き
り
記
載
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
で
調
停
の
手
続
き
は
終
了
で
す
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
双
方
の
当
事
者
が
納
得

し
て
譲
り
合
わ
な
い
場
合
、
調
停
委
員
会
は
強
制

的
に
解
決
を
押
し
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
調
停
成
立
の
日
月
込

み
が
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
手
続
き
は
打
ち
切

り
ま
ず
か
ら
、
あ
と
は
裁
判
で
決
め
る
よ
り
仕
方

が
あ
り
ま
せ
ん
。

八
、
調
停
の
結
果

調
停
が
成
立
し
て
、
そ
の
条
項
を
記
載
し
た
調

鑑
札
の
取
り
替
え
は

済
み
ま
し
た
か
グ

〈
〉
税
務
課
よ
り
。

四
月
一
日
よ
り
昭
和
町
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

旧
原
付
自
転
車
(
バ
イ
ク
)
及
び
農
耕
車
(
テ
イ

ラ
ー
)
の
鑑
札
を
取
り
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
四
月
七
日
よ
り
九
日
ま
で
の
聞
に
各
農
協
の
支

所
で
、
取
り
替
え
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
取

り
替
え
て
な
い
バ
イ
ク
、
テ
ィ
一
フ
l
等
を
お
持
ち

の
方
は
す
ぐ
に
役
場
税
務
課
ま
で
取
り
替
え
に
来

て
下
さ
い
。

な
お
、
取
り
替
え
の
際
は
車
体
番
号
を
確
認
い

井

久

代

口

停
調
書
は
、
ふ
つ
う
の
約
束
書
と
ち
が
っ
て
、
確

定
判
決
と
同
一
の
効
力
と
い
う
強
い
力
を
も
っ
て

い
ま
す
。

万
一
、
当
事
者
が
調
書
で
定
め
ら
れ
た
約
束
を

果
さ
な
い
場
合
に
は
、
判
決
と
同
じ
よ
う
に
こ
の

調
書
に
も
と
づ
い
て
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
が
で
せ
っ
か
く
こ
ん
な
制
度
が
あ
っ
て
も
、
昼
間
仕

き
る
の
で
す
。

事
が
あ
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
を
利
用
す
る

と
く
に
家
事
調
停
の
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
こ
と
の
で
き
な
い
人
達
の
た
め
に
、
い
く
つ
か
の

に
た
の
ん
で
履
行
の
勧
告
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
限
ら
れ
た
裁
判
所
で
は
夜
で
も
調
停
を
す
る
こ
と

で
き
ま
す
し
、
そ
れ
で
も
効
果
の
な
い
と
き
は
、
が
で
き
ま
す
。

過
斜
の
制
裁
に
よ
っ
て
、
約
束
の
履
行
を
間
接
的
(
簡
易
裁
判
所
で
は
、
墨
田
、
渋
谷
、
川
崎
、

に
強
制
す
る
十
刀
法
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
、
小
倉
の
五
ケ
所
、
家
庭
裁
判
所
で
は
東
京

さ
ら
に
ま
た
、
家
庭
裁
判
所
が
当
事
者
の
聞
に
横
浜
、
大
阪
、
京
都
、
神
戸
、
和
歌
山
、
名
古
屋

立
っ
て
、
お
た
が
い
の
聞
の
金
銭
の
受
け
渡
し
の

仲
立
ち
を
し
て
、
履
行
を
確
保
す
る
制
度
も
あ
D

ま
ず
か
ら
ま
っ
た
く
便
利
で
す
。

九
、
夜
間
調
停

た
し
ま
す
の
で
、
車
が
故
障
な
ど
で
乗
っ
て
来
ら

れ
な
い
方
は
、
車
体
番
号
を
調
べ
て
来
て
下
さ
い
。

取
り
替
え
は
無
料
で
す
。

警な手実
相お所
談、 ) 広
も家島
受 庭
け裁福 z
つ判 岡 1
け所 = 
てで小 1
いは倉 1
ま E

す調仙 i
19 二l"
手品、 、， 
仔 木L
で幌
なの
く十

十
、
交
通
調
停

交
通
事
故
は
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
究
通
事
故
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
人

も
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
調
停
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
で
突
通
事
故
に
よ
っ
て
受

け
た
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
場
合
に
は
、
一
般
に

貸
金
の
返
還
を
求
め
る
と
か
、
家
屋
の
明
け
渡
し

を
求
め
る
場
合
と
は
違
っ
た
、
法
律
的
に
か
な
-D

む
ず
か
し
い
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
簡
易
裁
判
所

の
窓
口
へ
行
け
ば
、
調
停
に
よ
る
解
決
の
方
法
を

教
え
て
く
れ
ま
す
し
、
む
ず
か
し
い
書
類
を
作
ら

な
く
て
も
、
申
し
立
を
受
け
つ
け
て
く
れ
ま
す
。



(剖

生
活
と
結
ぶ
マ

報

余
暇
の
ひ
と
と
き
を
、
み
ん
な
で
歌
う
こ
と
に

よ
っ
て
生
活
を
楽
し
い
も
の
に
し
よ
う
と
、
婦
人

会
、
家
庭
教
育
学
級
生
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

約
三
十
名
が
あ
つ
ま
り
、
去
る
二
月
四
日
、
婦
人

コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
ま
し
た
。
講
師
に
は

同
町
河
西
、
望
月
吾
郎
さ
ん
を
お
願
い
し
、
誕
生

と
同
時
に
初
の
練
習
会
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
ず
音

楽
の
基
礎
知
識
、
楽
符
の
見
方
、
音
符
の
長
文
盈
寸

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
発
声
練
習
で
は
、
姿
勢
が
肝

心
と
、
い
つ
も
安
定
し
た
姿
勢
で
思
い
き
り
お
腹

か
ら
声
を
出
す
よ
う
に
と
注
意
が
あ
り
、
各
々
や

っ
て
み
た
が
、
不
断
や
り
つ
け
て
い
な
い
だ
け
に

広町

春
の
彼
岸
も
す
ぎ
れ
ば
、
岸
辺
の
水
も
温
み
だ

|

|

|

し

、

乙
の
頃
か
ら
初
秋
に

川

川

川

か

け

て
は
水
に
親
し
む
機

ア
」
川
参
考
苦
手
。

け

川

岩
の
閣
官
宮
た

l
M川

水
は
、
清
副
そ
の
も
の

、
自
動
川
川
で
、

幼
年
の
純
粋
さ
を
思

4
Aけ
川

わ
せ
ま
す
が
、
や
が
て
成

L
守

宮

川

長
し
て
、
川
と
名
の
つ
く

.
r
川
川
川

頃
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ

4
h明
恒
川
川

な
社
会
悪
に
染
ま
り
、
人

E
E品
川
川

々
が
求
め
る
大
自
然
の
憩

H
川

酬

の
場
は
、
失
な
わ
れ
て
い

可

悶

川

き

ま
す
。

、、J川
川
川

薄
れ
か
け
た
過
去
の
川

H
H
H

の
姿
を
思
い
浮
か
べ
て

現
在
を
眺
め
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
川
が
濁
っ
て
魚

影
な
ど
見
当
ら
な
い
か
わ
り
に
、
ゴ
ミ
の
散
乱
が

来日昭昭和46年 4月25日

マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
誕
生

笑
い
転
げ
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

始
ま
り
は
ギ
コ
チ
な
い
声
で
あ
っ
た
人
も
終
り
こ

ろ
に
は
大
き
な
、
美
声
(?
)
が
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
練
習
日
は
毎
月
第
二
、
四
水
曜

日
午
後
七
時
三
十
分
よ
り
青
年
研
修
所
で
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
会
員
の
一
人
は
、
今
か
ら
練
習
を

積
ん
で
秋
の
文
化
祭
，
に
は
、
堂
々
と
発
表
が
で
き

る
よ
う
に
が
ん
ば
D
た
い
と
希
望
を
語
っ
て
い

た
。
な
お
、
現
在
会
員
を
募
集
し
て
お
D
ま
す
の

で
希
望
者
は
、
教
育
委
員
会
か
、
文
は
練
習
日
に

会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

各
所
に
目
に

P
E
、
家
庭
や
工
場
か
ら
は
汚
水
が

放
出
さ
れ
、
ま
た
砂
利
業
者
の
乱
掘
で
川
原
は
ズ

タ
ズ
タ
に
さ
れ
て
、
か
つ
て
子
ど
も
達
が
遊
び
、

泳
げ
た
川
原
の
面
影
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す。
現
代
社
会
の
花
々
し
い
進
展
の
陰
に
川
は
ひ
ど

く
痛
め
ら
れ
、
疲
れ
て
い
ま
す
。
今
乙
そ
各
人
が

川
を
い
た
わ
る
気
持
ち
を
持
た
な
い
と
、
大
自
然

の
恵
み
を
失
な
っ
て
、
後
世
に
取
り
か
え
し
の
つ

か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
や
市
町
村
は
、
河
川
の
清
掃
な
ど
を
行
な
っ

て
、
少
し
で
も
昔
の
川
の
姿
に
も
ど
す
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
が
、
人
聞
の
た
め
に
役
立
つ
川
を
、

美
し
い
姿
の
ま
ま
残
す
こ
と
は
、
次
代
へ
の
最
良

の
贈
り
物
と
し
て
、
み
ん
な
で
川
ぞ
き
れ
い
に
し

た
い
も
の
で
す
。

連

休

連
休
あ
け
は
か
ら
だ
が
だ
る
い
。
も
ち
ろ
ん
遊

び
す
ぎ
や
、
妙
な
張
り
き
り
す
ぎ
が
原
因
だ
と
い

う
方
は
、
と
自
分
で
、
だ
る
い
理
由
の
判
断
が
で

き
ま
す
が
、
中
に
は
、
こ
の
休
み
中
、
何
も
せ
ず

家
に
と
ろ
と
ろ
し
て
い
た
の
に
と
思
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
で
す
。
そ
の
何
も
し
な
か
っ
た
方
に
返
っ
¥

て
疲
労
感
が
多
い
よ
う
で
す
。
ふ
だ
ん
お
勤
め
か

ら
帰
っ
て
か
ら
も
、
家
の
中
で
こ
ま
め
に
動
い
て

い
る
方
は
、
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
昼

間
の
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
て
い
る
作
用
が
働
い
て
い
る

わ
け
な
の
で
す
。

戸
外
で
よ
く
遊
ぶ
お
子
さ
ん
ほ
ど
寝
相
が
わ
る

い
と
い
わ
れ
ま
す
。
あ
れ
は
つ
ま
り
昼
間
あ
ば
れ

た
反
作
用
っ
て
わ
け
で
す
。
ふ
と
ん
か
ら
飛
ぴ
出

澄

円川月
『

1

み

ペ〉

暑
く
な
く
、
寒
く
な
い
こ
の
と
ろ
の
寝
心
地
は

満
点
で
す
が
、
寝
足
り
て
、
朝
の
快
い
空
気
に
ふ

れ
る
気
分
も
ま
た
格
別
で
す
。
さ
っ
ば
り
し
た
気

持
ち
で
ふ
と
ん
か
ら
離
れ
、
口
を
す
す
い
で
を

洗
い
吋
家
族
そ
ろ
っ
て
朝
の
食
卓
・
:
?
と
い
け
ば

マ
イ
ホ
ー
ム
族
の
お
手
本
の
よ
う
で
す
が
、
学
校

へ
行
く
お
子
さ
ん
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
こ
の
新

学
期
か
ら
お
父
さ
ん
が
た
も
ぜ
ひ
|
。

と
こ
ろ
で
、
春
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
眠
い
の

A
N
 季

節
の
変
り
目
は
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に
変
化
が

疲

れ

し
た
り
、
と
き
に
は
足
が
ま
〈
ら
の
方
に
き
て
い

た
D
、
寝
る
と
き
と
は
全
く
逆
さ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
た
は
と
心
配
で

し
ょ
う
が
、
元
気
な
お
子
さ
ん
は
こ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
疲
労
の
回
復
を
は
か
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
い
わ
け
で
す
。

お
と
な
の
方
も
同
じ
で
す
。
ふ
だ
ん
動
か
し
て

い
る
神
経
や
筋
肉
を
、
休
み
だ
か
ら
之
い
っ
て
急

に
休
め
て
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、
眠
っ
て
い
る

う
ち
に
動
か
す
神
経
や
筋
肉
は
、
い
つ
も
の
よ
う

に
動
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
さ
あ
起
き
よ
う
と

す
る
と
い
つ
も
と
違
っ
た
だ
る
さ
が
残
る
わ
け
で

す。
ど
う
せ
勤
め
の
な
い
休
み
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

ま
た
眠
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
い
つ
ま
で
寝
て
い
て た

空

気

起
こ
り
ゃ
す
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
に
く
く
、
そ

れ
が
疲
労
感
を
増
し
て
、
ね
む
い
、

・だ
る
い
に
結

び
つ
く
か
ら
で
す
。
普
通
、
朝
、
目
が
さ
め
て
か

ら
完
全
に
さ
め
る
ま
で
に
は
十
分
ぐ
ら
い
か
か
る

そ
う
で
す
。

と
く
に
お
子
さ
ん
の
場
合
、
ガ
バ
ッ
と
ふ
と
ん

を
は
ぐ
の
は
精
神
衛
盆
の
上
か
ら
感
心
で
き
ま
せ

九。
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
い
る
時
間
も
考
え
て
、
ゆ

っ
く
り
起
こ
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

も
起
き
る
と
き
の
疲
労
感
は
抜
け
ま
せ
ん
。
適
度

の
運
動
を
す
る
な
D
、
散
歩
に
出
る
な
り
し
な
い

と
、
か
ら
だ
の
関
節
が
さ
び
つ
い
て
し
ま
い
ま

す。


